
 

 

 

 

 

３年生が市郷土資料館と（株）昭和窯業様へ社会見学に行きました。資料館では学芸員の渡辺様（本

校元校長）より、昔の家庭内の生活道具や江別市内で発掘された古墳や縄文時代の土器などについて説

明して頂きました。また、レンガ工場の（株）昭和窯業様ではレンガができるまでの工程や流通先につ

いて学びました。３年生は土器づくりの体験を生かしながら説明を聞き理解を深めることができました。 

 見学先では、子どもたちの話の聞き方や施設内での過ごし方にお褒めのコメントを頂きました！！ 

 ▶昔の生活道具について説明を聞く様子       ▶木製の冷蔵庫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ▶木製のおひつ                  ▶丸釜式（金属）の洗濯機 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ▶電話（ダイヤル式とプッシュホン式）      ▶ダイヤル式電話を正しく使うことができました 

 

 

 

 

 

 

 

 

▶約 8,700～700 年前の土器がならびます      ▶集中して説明を聞く３年生 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 ■ 3 年生社会見学     



 ▶(株)昭和窯業の工場前（Ｒ275 沿い）      ▶工場内にはいろいろな機械があります 

ねん土と砂を混ぜた後 14 日間乾燥させます 

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

▶乾燥後のレンガは２階から１階にリフトで降ろされ、１個１個選別し窯に入れられます  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▶約 1,100℃の温度で４日間焼きます    ▶“暖かい”通路を歩く子どもたち。暖かさの理由は？ 

                     通路左柱の横には巨大な窯があり、その余熱のためです 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▶焼き終わった後１～２日間冷まし、商品になるか選別します ▶江別産のレンガは全国で使われています 
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